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7 種の報告
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要旨 . 琉球列島の沿岸域から採集された標本
に 基 づ き , テ ナ ガ オ ウ ギ ガ ニ 属 Chlorodiella 
Rathbun, 1897 の 7 種 [ ケ フ サ テ ナ ガ オ ウ ギ
ガ ニ C. barbata (Borradaile, 1900); ヨ ツ ハ テ ナ
ガ オ ウ ギ ガ ニ ( 新 称 ) C. corallicola Miyake & 
Takeda, 1968; ナギテナガオウギガニ ( 新称 ) C. 
crispipleopa Dai, Yang, Song & Chen, 1986; ヒメテ
ナガオウギガニ C. cytherea (Dana, 1852); ユビワ
テナガオウギガニ ( 新称 ) C. xishaensis Chen & 
Lan, 1978; テナガオウギガニ C. laevissima (Dana, 
1852); クロテナガオウギガニ C. nigra (Forskål, 
1775)] を報告した . これらの種のうち , ヨツハ
テナガオウギガニは日本沿岸から初記録であ
る . ナギテナガオウギガニとユビワテナガオウ
ギガニは , それぞれの種名で日本沿岸から記録
されたことはないが , ヒメテナガオウギガニと
して報告された記録のなかにこれら 2 種が含ま
れていることが判明した . 本研究で扱ったナギ
テナガオウギガニと暫定的にヒメテナガオウギ
ガニと同定した標本は , 複数の形質によって区
別できるが , どちらが C. cytherea の名義種に適
合するかについて確認する必要がある . 本研究
で暫定的にテナガオウギガニと同定した標本の
多くは , Serène (1984) による “C. laevissima form 
robusta” と一致するが , この名称は不適格名で
ある . さらに , Serène (1984) が定義した 2 つの
型は , C. laevissima の新参シノニムとされてい
る Menippe martensii Krauss, 1843 との比較も必
要であることを指摘した . 本研究でクロテナガ
オウギガニと同定した標本には , 2 つの変異が
含まれていた . クロテナガオウギガニの正確な
同定をするために , これらの変異が種内変異で
あるのか種の違いであるのか , またそれらと C. 
nigra のシノニムとの関係を再検討する必要性
についても指摘した .

はじめに

現生カニ類全種のチェックリストを提示し
た Ng et al. (2008) は , オウギガニ科 Xanthidae 
MacLeay, 1838 の テ ナ ガ オ ウ ギ ガ ニ 属
Chlorodiella Rathbun, 1897 に 12 種を認めた . そ

の後 , Lasley et al. (2013) が属内唯一の西大西
洋 種 で あ っ た C. longimana (H. Milne Edwards, 
1834) に対して単型属 Ratha Lasley, Lai & Thoma, 
2013 を設立したため , テナガオウギガニ属の構
成種は , インド ･ 西太平洋に分布する次の 11 種
となった : ケフサテナガオウギガニ C. barbata 
(Borradaile, 1900); C. corallicola Miyake & Takeda, 
1968; C. crispipleopa Dai, Yang, Song & Chen, 
1986; ヒメテナガオウギガニ C. cytherea (Dana, 
1852); C. davaoensis Ward, 1941; テナガオウギガ
ニ C. laevissima (Dana, 1852); クロテナガオウギ
ガニ C. nigra (Forskål, 1775); オオシマテナガオ
ウギガニ C. ohshimai Miyake & Takeda, 1967; C. 
quadrilobata Dai, Cai & Yang, 1996; C. spinimera 
Dai, Cai & Yang, 1996; C. xishaensis Chen & Lan, 
1978 (Lasley et al. 2013, 2015). 

日本沿岸からこれまでに記録されているテ
ナガオウギガニ属は , ケフサテナガオウギガニ , 
ヒメテナガオウギガニ , テナガオウギガニ , ク
ロテナガオウギガニおよびオオシマテナガオウ
ギガニの 5 種であるが (Miyake & Takeda 1967; 
Sakai 1976; Takeda & Iwasaki 1983), 著者がこれ
までに採集したテナガオウギガニ属の標本を精
査した結果 , 国内未記録種の発見や先行研究に
よる誤同定などの新知見が得られたため , 採集
標本とともにここに報告する .

材料と方法

本研究で使用した標本は , 70% エタノール液浸
標本として琉球大学博物館 ( 風樹館 ) (RUMF: 
Ryukyu University Museum, Fujukan) に収蔵され
ている . 標本の大きさは甲長 ( 額の前縁が最も
前方に突出する箇所を結んだ線と甲の後縁中
央の最短距離 ) × 甲幅 ( 甲の最大幅 ) で示した . 
一部の種については , 雄の第 6 腹節と尾節の長
さ ( 各節の中央の長さ ) と幅 ( 各節の基部側の
最大幅 ) も計測した . なお , 各種のシノニムリ
ストは , 標本の同定および分布域の整理の際に
参照した文献 , 本研究によって種同定の正否に
ついて言及した文献などを中心に作成したが , 
本研究において暫定的な同定と扱った３種 (C. 
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cytherea, C. laevissima, C. nigra) については , 本
研究で扱った標本が名義種と同一種であるかを
判断できないため ( 詳細は本文参照 ), 原記載論
文をシノニムリストに含めていない .

種の記録

Xanthidae MacLeay, 1838 オウギガニ科
Chlorodiella Rathbun, 1897 テナガオウギガニ属
Chlorodiella barbata (Borradaile, 1900)
ケフサテナガオウギガニ
( 図 1A–C)

Chlorodius barbatus Borradaile, 1900: 587, pl. 41 
(fig. 4); Borradaile 1902: 259, fig. 41D.

Chlorodiella barbata — Forest & Guinot 1961: 
96, 102 (key), figs. 93, 94, 99, 100; Miyake & 
Takeda 1968: 391 (key); Chen & Lan 1978: 267 
(key), 270, figs. 4, 7 (4, 5), pl. 1 (fig. 4); Takeda 
& Iwasaki 1983: 87; Serène 1984: 255 (key), 257 
(key), 260, fig. 170, pl. 36A; Dai et al. 1986: 314, 
fig. 168 (1), pl. 45 (fig. 3); Dai & Yang 1991: 338, 
fig. 168 (1), pl. 45 (fig. 3).

[ その他のシノニムは , Serène (1984: 260) を参
照 ] 

検討標本 . RUMF-ZC-6770, 3 雄 (3.5 × 5.5, 4.4 × 
7.0, 4.5 × 7.1 mm), 2 雌 (3.4 × 5.2, 4.0 × 6.3 mm), 
沖縄島恩納村恩納 , 2007 年 10 月 15 日 , 前之園
唯史採集 ; RUMF-ZC-6769, 1 雄 (5.3 × 8.4 mm), 
沖縄島嘉手納町水釜 , 2014 年 12 月 24 日 , 前之
園唯史採集 ; RUMF-ZC-6768, 1 雄 (4.4 × 7.0 mm), 
沖縄島中城村浜漁港 , 2020 年 9 月 27 日 , 前之園
唯史採集 ; RUMF-ZC-6771, 1 雄 (4.5 × 7.0 mm), 
沖縄島浦添市港川 , 2010 年 2 月 12 日 , 前之園唯
史採集 ; RUMF-ZC-6767, 1 雄 (5.4 × 8.3 mm), 沖
縄島浦添市伊奈武瀬 , 2015 年 12 月 13 日 , 前之
園唯史採集 . 
備考 . 本種は , 雌雄ともに鉗脚の指部の基部

付近に羽毛状の剛毛が密生しており ( 図 1C), こ
の形質によって同属他種から容易に識別でき
る . 
採集環境 . 検討標本は , 礁原や礁池内の死サ

ンゴ塊の隙間や転石の下などから採集された . 
本研究で扱った標本数は少ないものの , 浅い海
域では最も普通に見られる種である . 
分布 . フィジーのロツマ島をタイプ産地

とし , インド ･ 西太平洋域に広く分布する 
(Borradaile 1900; Serène 1984).

Chlorodiella corallicola Miyake & Takeda, 1968
ヨツハテナガオウギガニ (新称 )
( 図 1D–F)

Chlorodiella corallicola Miyake & Takeda, 1968: 
389, figs. 1, 2; Serène 1968: 81; Garth & Kim 
1983: 687; Serène 1984: 254, 255 (key), 257 
(key); Garth et al. 1987: 243, 257; Garth 1989: 
482, 483, 485; Dao & Pham 2007: 90, 94; Ng et 
al. 2008: 197; Lai et al. 2011: 411, 440, fig. 1; 
Lasley et al. 2013: 381, fig. 1; Lasley et al. 2015: 
171, fig. 1, table S1.

検討標本 . RUMF-ZC-5591, 1 雄 (3.5 × 5.3 mm), 
沖縄諸島本部町瀬底島 , 2018 年 12 月 23 日 , 前
之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5592, 2雌 (3.3 × 5.3, 4.4 
× 7.3 mm), 沖縄諸島本部町瀬底島 , 2020 年 7 月
5 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-7174, 2 雄 (3.7 
× 5.9, 4.5 × 7.0 mm), 沖縄島恩納村山田 , 2021 年
6 月 11 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-7175, 2
雄 (3.2 × 4.9, 4.7 × 7.4 mm), 沖縄島恩納村山田 , 
2021 年 6 月 24 日 , 前之園唯史 ･ 田賀麻美採集 . 
備考 . 検討標本の形態的特徴は , Miyake & 

Takeda (1968) に よ る Chlorodiella corallicola の
原記載とよく一致した . 本種は甲の前側縁に眼
窩外歯を含めて 4 歯を具える ( 図 1E). テナガオ
ウギガニ属において甲の前側縁が 4 歯となる種
は , 本種の他に C. barbata ( ケフサテナガオウギ
ガニ ) と C. quadrilobata Dai, Cai & Yang, 1996 で
あるが ( その他の種は 5 歯 ), それらの歯の先端
が尖ること ( 図 1E) [C. quadrilobata では先端が
尖らずに丸みを帯びる : Dai et al. 1996: fig. 8 (1)], 
鉗部が無毛であること ( 図 1F) (C. barbata では
剛毛が束状に生える : 図 1C) によって両種から
識別できる . 
採集環境 . 検討標本は , 潮下帯 (水深約1–2 m) 

の死サンゴ塊の隙間や海底に堆積したサンゴ礫
中から採集された . 
分布 . 本種のこれまでの採集記録は , ベト

ナム , フィリピン , パラオ ( タイプ産地 ), カロ
リン諸島 , マーシャル諸島 , オーストラリア 
( グレートバリアリーフ ) であった (Miyake & 
Takeda 1968; Garth & Kim 1983; Garth 1989; Garth 
et al. 1987; Dao & Pham 2007; Lasley et al. 2015). 
本研究による沖縄島と瀬底島からの標本は , 本
種の日本初記録となる .
和名 . 本種は甲の前側縁の歯が眼窩外歯を含

めて 4 歯であるため「ヨツハテナガオウギガニ」
の標準和名を提唱し , 和名の基準となる標本と
して本研究の検討標本 (RUMF-ZC-5591, 雄 , 3.5 
× 5.3 mm) を指定する . 

Chlorodiella crispipleopa Dai, Yang, Song & Chen, 
1986
ナギテナガオウギガニ (新称 )
( 図 2, 3A)
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Chlorodiella laevissima — 三宅 1938: 192, fig. 3b 
[Not C. laevissima (Dana, 1852)]. 

Chlorodiella cytherea — Chen & Lan 1978: 267 
(key), 270 (part?), figs. 5, 7 (1–3), pl. 2 (fig. 6); 
武田 1982: 177, fig. 523; 三宅 1983: 121 (part), 
122 (unnumbered figure); Titgen 1987: 107 
(part?), fig. 1a–d; 和 田 1995: 400, pl. 110 (fig. 
5); 加藤 ･ 奥野 2001: 130; Mendoza et al. 2014: 
277 (part: ZRC, RL 1) [Not C. cytherea (Dana, 
1852)].

Chlorodiella crispipleopa Dai, Yang, Song & Chen, 

1986: 314 (key), 317, 318, fig. 169 (1), pl. 45 (fig. 
7); Dai & Yang 1991: 338 (key), 341, fig. 169 (1), 
pl. 45 (fig. 7); Ho et al. 2000: 115, 121; Ng et al. 
2001: 27; Ng et al. 2008: 197; Leray et al. 2012: 
386; Lasley et al. 2013: 381, 388, fig. 1; Lasley et 
al. 2015: 171; Ng et al. 2017: 87.

検討標本 . RUMF-ZC-7185, 1 雄 (4.9 × 7.9 mm), 
沖縄諸島今帰仁村古宇利島 , 2021 年 1 月 14 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-7187, 4 雄 (3.6 × 5.4, 
4.2 × 6.4, 5.4 × 8.7, 5.9 × 9.5 mm), 2 雌 (4.0 × 6.4, 

図 1. A–C, ケフサテナガオウギガニ (RUMF-ZC-6767, 雄 , 5.4 × 8.3 mm); D–F, ヨツハテナガオウギガニ ( 新称 ) 
(RUMF-ZC-5591, 雄 , 3.5 × 5.3 mm). A, D, 全体 , 背面 ( 生時の色彩 ); B, E, 甲 , 背面 ; C, F, 鉗部 , 外面 . 
Fig. 1. A–C, Chlorodiella barbata (Borradaile, 1900) (RUMF-ZC-6767, male, 5.4 × 8.3 mm); D–F, Chlorodiella 
corallicola Miyake & Takeda, 1968 (RUMF-ZC-5591, male, 3.5 × 5.3 mm). A, D, entire animal, dorsal view (live 
colouration); B, E, carapace, dorsal view; C, F, chelae, outer view.



4.1 × 6.4 mm), 沖縄島本部町備瀬 , 2021 年 1 月
13 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6754, 1 雄 (6.6 
× 破損 mm), 沖縄島恩納村恩納 , 2007 年 10 月 15
日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-7186, 1 雄 (3.0 
× 4.8 mm), 沖縄島浦添市伊奈武瀬 , 2020 年 12 月
29 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6780, 1 雌 (3.1 
× 5.0 mm), 沖縄島南城市玉城中山 , 2009 年 5 月
25 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6759, 1 雄 (3.7 

× 破損 mm), 1 雌 (4.1 × 6.4 mm), 沖縄島八重瀬町
具志頭海岸 , 2007年10月10日 , 前之園唯史採集 ; 
RUMF-ZC-6765, 2 雄 (4.3 × 6.8, 4.7 × 7.6 mm), 沖
縄島八重瀬町具志頭海岸 , 2020 年 9 月 29 日 , 前
之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6766, 3雄 (3.6 × 5.8, 4.1 
× 6.6, 5.2 × 8.3 mm), 6 雌 (2.8 × 4.2, 3.6 × 5.6, 4.0 
× 6.5, 4.2 × 6.7, 4.4 × 6.9, 5.2 × 8.6 mm), 採集デー
タは RUMF-ZC-6765 と同一 ; RUMF-ZC-6761, 1

図 2. ナギテナガオウギガニ ( 新称 ) (A, E, F, RUMF-ZC-6761, 雄 , 5.8 × 9.1 mm; B, RUMF-ZC-6765, 雄 , 4.7 × 7.6 
mm; C, RUMF-ZC-6765, 雄 , 4.3 × 6.8 mm; D, RUMF-ZC-6766, 雄 , 5.2 × 8.3 mm). A–C, 全体 , 背面 ( 生時の色彩 ); 
D, 甲 , 背面 ; E, 右の第 2, 3 歩脚 , 上面 ( 剛毛を除去 ); F, 胸部腹甲と腹部 , 外面 . 
Fig. 2. Chlorodiella crispipleopa Dai, Yang, Song & Chen, 1986 (A, E, F, RUMF-ZC-6761, male, 5.8 × 9.1 mm; B, 
RUMF-ZC-6765, male, 4.7 × 7.6 mm; C, RUMF-ZC-6765, male, 4.3 × 6.8 mm; D, RUMF-ZC-6766, male, 5.2 × 8.3 
mm). A–C, entire animal, dorsal view (live colouration); D, carapace, dorsal view; E, right second and third ambulatory 
legs, upper view (setae removed); F, thoracic sternum and pleon, outer view.

[Report] Maenosono: Chlorodiella species from the Ryukyus.8



雄 (5.8 × 9.1 mm), 沖縄島糸満市北名城 , 2018 年
8 月 9 日 , 前之園唯史採集 . 
備考 . 検討標本は , Dai et al. (1986) および Dai 

& Yang (1991) による Chlorodiella crispipleopa の
記載や図とよく一致した . 

Dai et al. (1986) および Dai & Yang (1991) によ
る と , C. crispipleopa と C. cytherea (Dana, 1852) 
は雄の第 1 腹肢の先端の形状によって容易に識
別可能である . すなわち , 両種ともに第 1 腹肢
の先端部が強く湾曲するが , C. crispipleopa では
末端が側方を向くのに対して , C. cytherea では
末端が基部方向 ( 頭胸甲の後方 ) を向く [Dai et 
al. 1986: fig. 169 (1, 4); Dai & Yang 1991: fig. 169 
(1, 4); 本研究 : 図 3A, B]. また , Dai et al. (1986) 
や Dai & Yang (1991) では識別形質として挙げ
られていないが , 次の 3 点も識別形質として有
効である : (1) 歩脚の長節から前節の前縁に並
ぶ棘は , C. crispipleopa よりも C. cytherea の方
が発達する ( 図 2E, 4E); (2) 歩脚の前 ･ 後縁に生
える剛毛には , 両種ともに通常の剛毛 ( 分枝し
ない剛毛 ) と羽毛状の剛毛が混じっているが , 
C. crispipleopa は羽毛状の剛毛の割合が高いた
め , C. cytherea よりも毛深く見える ( 図 2A–C, 
4A–C); (3) 雄の第 6 腹節と尾節は , C. cytherea
よりも C. crispipleopa の方が幅広い ( 図 2F, 4F, 
5). さらに検討標本の採集過程では , 同じ海岸
でも両種の生息環境はやや異なっており , C. 
crispipleopa は礁池内などの波当たりが弱い環境
で採集され , 一方 , C. cytherea は礁縁などの波
当たりがやや強い環境で採集されることが多か
った . 

以上のように , Dai et al. (1986) および Dai 
& Yang (1991) で 定 義 さ れ る C. cytherea と C. 
crispipleopa は明瞭に区別できるが , これら 2 種
の分類学的な位置付けには重大な問題がある . 
Dai et al. (1986: 317) は , 同文献で C. cytherea と
同定した標本の歩脚が C. cytherea の原記載と異
なることを指摘しているが ( 原記載では歩脚前
縁の棘を欠く ), その他の多くの特徴が原記載と
一致することに加え , Forest & Guinot (1961) が
示した C. cythereaと一致することなどを理由に , 
“ 雄の第 1 腹肢の末端が基部方向を向く種 ” を
C. cytherea とし , “ 末端が側方を向く種 ” を新種 
(C. crispipleopa) と判断している . しかしながら , 
これまで C. cytherea のタイプ標本の第 1 腹肢が
図示されたことはなく , “ 第 1 腹肢の末端が基
部方向を向く種 ” が Dana (1852a) の記載した C. 
cytherea であるのか確認が取れていない . また , 
Dana [1855: pl. 12 (fig. 2b)] の図では , 雄の尾節の
長さと幅がほぼ等長であるため C. crispipleopa
に類似しており , 「歩脚の前縁に棘を欠く」と
した Dana (1852a, b) の記載も C. crispipleopa の

形質状態 ( 歩脚前縁の棘が小さい ) に近似する . 
さらに近年の研究では , Ward (1941) が記載し
た C. davaoensis Ward, 1941 も C. cytherea や C. 
crispipleopa に酷似していることが指摘されて
いるため (Lasley et al. 2013: 388; Mendoza et al. 
2014: 277), これら 3 種のタイプ標本による比較
が必要であるが , C. cytherea のタイプ標本は紛
失していると推定されているため (Davie 2002: 
519; Castro 2011: 88), ネオタイプの指定なども
必要となるであろう . なお , Lasley et al. (2013: 
388) は , 未公表データとして C. crispipleopa が
C. davaoensis の新参シノニムである可能性を指
摘しており , さらにMendoza et al. (2014: 277) は , 
暫定措置として雄の第 1 腹肢の末端が側方を向
く型も基部方向を向く型も C. cytherea としてい
る . 

本研究では , これら 3 種の分類学的問題が
解決するまでの暫定として , Dai et al. (1986) の
定義に基づき雄の第 1 腹肢の末端が側方を向
く種を C. crispipleopa, 基部方向を向く種を C. 
cytherea と同定した . 以下では , 雄の第 1 腹肢に
よる識別および本研究で得られた先述の識別形
質に基づいて従来の記録を概観する . 

雄 の 第 1 腹 肢 の 末 端 の 向 き に よ っ て C. 
crispipleopa と判断した記録は次の通りである 
( 先行研究で指摘されている文献も含む ): 三宅 
(1938: fig. 3b) の C. laevissima; 三宅 (1983: 122) の
C. cytherea [ ただし , pl. 41 (fig. 3) は C. xishaensis 
( 詳細後述 )]; Titgen (1987: fig. 1d) の C. cytherea; 

図 3. 雄の左第 1 腹肢の先端部 ( 短い剛毛は省略 ), 
背面 . A, ナギテナガオウギガニ ( 新称 ) (RUMF-
ZC-6761, 雄 , 5.8 × 9.1 mm); B, ヒメテナガオウギガニ 
(RUMF-ZC-5597, 雄 , 7.2 × 11.2 mm). 
Fig. 3. Distal part of male left first gonopods (short setae 
not drown), dorsal view. A, Chlorodiella crispipleopa Dai, 
Yang, Song & Chen, 1986 (RUMF-ZC-6761, male, 5.8 × 
9.1 mm); B, Chlorodiella cytherea (Dana, 1852) (RUMF-
ZC-5597, male, 7.2 × 11.2 mm).

9[ 報告 ] 前之園 : 琉球列島産テナガオウギガニ属 .
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Mendoza et al. (2014: 277) の C. cytherea (ZRC, RL 
1) ( ただし , fig. 1E は C. cytherea). さらに , 雄の
第 1 腹肢の形状は不明ながら , 生時の体色や歩
脚の毛深さから武田 (1982), 和田 (1995) および
加藤 ･ 奥野 (2001) の C. cytherea についても C. 
crispipleopa だと考えられる . 
採集環境 . 検討標本は , 礁池内のサンゴ塊の

隙間より採集された . 
分布 . 本種はココス ( キーリング ) 諸島 , 西

沙諸島 ( タイプ産地 ), 台湾 , 日本 , グアム , ハワ
イ諸島 , モーレア島に分布する ( 三宅 1938; Dai 
et al. 1986; Titgen 1987; 加藤 ･ 奥野 2001; Leray et 
al. 2012; Lasley et al. 2013; Mendoza et al. 2014; 本
研究 ). 
和名 . 本種は , 類似する C. cytherea よりも

波当たりの弱い環境に生息しているため , 海面
が穏やかな状態 ( 凪 ) に由来する「ナギテナガ
オウギガニ」の標準和名を提唱し , 和名の基準
となる標本として本研究の検討標本 (RUMF-
ZC-6761, 雄 , 5.8 × 9.1 mm) を指定する . 

Chlorodiella cytherea (Dana, 1852)
ヒメテナガオウギガニ
( 図 3B, 4)

Chlorodiella cytherea — Forest & Guinot 1961: 
95, 102 (key), figs. 90–92, 98; Serène 1984: 255 
(key), 257 (key), 259, fig. 169, pl. 36C; Dai et al. 
1986: 314 (key), 316, fig. 169 (4), pl. 45 (fig. 6); 
山本 ･ 木村 1987: 122, fig. 5; Dai & Yang 1991: 
338 (key), 340, fig. 169 (4), pl. 45 (fig. 6); Lai et 
al. 2011: fig. 9i; Lasley et al. 2013: 381, 388, fig. 
1; Mendoza et al. 2014: 277 (part: ZRC, RL 6; 
ZRC, RL 17), fig. 1E; Lasley et al. 2015: 171, fig. 
1, table S1. 

? Chlorodiella cytherea — Sakai 1976: English text 
464 (key), 466 (part), Japanese text 284 (part), pl. 
166 (fig. 2). 

Not Chlorodiella cytherea — Chen & Lan 1978: 267 
(key), 270 (part?), figs. 5, 7 (1–3), pl. 2 (fig. 6); 
武田 1982: 177, fig. 523; 三宅 1983: 121 (part), 
122 (unnumbered figure); Titgen 1987: 107 
(part?), fig. 1a–d; 和田 1995: 400, pl. 110 (fig. 5); 
加藤 ･ 奥野 2001: 130; Mendoza et al. 2014: 277 
(part: ZRC, RL 1) [= C. crispipleopa Dai, Yang, 
Song & Chen, 1986]. 

Not Chlorodiella cytherea — 三宅 1983: 121 (part), 
pl. 41 (fig. 3); 永 井 ･ 野 村 1988: 186; 川 本 ･
奥 野 2003: 132 [= C. xishaensis Chen & Lan, 
1978]. 

Chlorodiella nigra — 永井･野村 1988: 187 [Not C. 
nigra (Forskål, 1775)].

Not Chlorodiella cytherea — Lai et al. 2011: 411, 
440, fig. 1 [= C. davaoensis Ward, 1941]. 

[ その他のシノニムは , Serène (1984: 259) を参
照 ]

検討標本 . RUMF-ZC-6758, 1 雄 (4.4 × 6.9 mm), 
沖縄島国頭村与那 , 2007 年 11 月 24 日 , 前之園
唯史採集 ; RUMF-ZC-6755, 2 雄 (4.2 × 6.0, 5.7 × 
8.9 mm), 2 雌 (4.0 × 6.0, 4.9 × 7.4 mm), 沖縄諸島
本部町瀬底島 , 2020年7月5日 , 前之園唯史採集 ; 
RUMF-ZC-7189, 3 雄 (3.3 × 4.8, 3.9 × 5.9, 5.0 × 7.8 
mm), 6雌 (3.3 × 5.0, 3.3 × 5.1, 4.7 × 破損 , 5.1 × 7.9, 
5.1 × 8.0, 5.1 × 8.0 mm), 沖縄諸島本部町瀬底島 , 
2020 年 12 月 15 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-
ZC-5598, 2 雄 (6.5 × 10.0, 6.7 × 10.8 mm), 沖縄島
嘉手納町水釜 , 2013 年 7 月 5 日 , 前之園唯史採
集 ; RUMF-ZC-5599, 1 雄 (5.5 × 8.6 mm), 沖縄島
嘉手納町水釜 , 2008 年 2 月 6 日 , 前之園唯史採
集 ; RUMF-ZC-6753, 3 雄 (6.2 × 9.5, 6.3 × 9.8, 7.9 
× 12.1 mm), 沖縄島嘉手納町水釜 , 2014 年 12 月
24 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6752, 1 雄 
(8.5 × 13.3 mm), 沖縄島宜野湾市大山 , 2014 年 7
月 28 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-7188, 6 雄 
(4.6 × 7.1, 5.2 × 7.9, 5.3 × 8.2, 5.5 × 8.5, 6.3 × 9.9, 
6.6 × 10.1 mm), 1 雌 (5.8 × 9.1 mm), 沖縄島中城村
浜漁港 , 2020 年 12 月 16 日 , 前之園唯史採集 ; 
RUMF-ZC-5596, 2 雄 (6.1 × 9.6, 7.3 × 11.6  mm), 
沖縄島浦添市伊奈武瀬 , 2010 年 1 月 29 日 , 前
之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6000, 1 雄 (6.9 × 10.9 
mm), 沖縄島浦添市伊奈武瀬 , 2009 年 2 月 24 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6756, 1 雄 (3.8 × 5.7 
mm), 沖縄島浦添市伊奈武瀬 , 2020 年 6 月 5 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-7184, 1 雌 (3.2 × 5.1 
mm), 沖縄島浦添市伊奈武瀬 , 2020 年 12 月 29
日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6764, 1 雄 (5.6 × 
8.7 mm), 1 雌 (3.9 × 6.1 mm), 沖縄島八重瀬町具
志頭海岸 , 2020 年 9 月 29 日 , 前之園唯史採集 ; 
RUMF-ZC-7183, 2 雌 (7.0 × 10.8, 7.7 × 12.2 mm), 
沖縄島糸満市山城海岸 , 2021 年 1 月 29 日 , 前
之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5597, 4 雄 (5.3 × 8.9, 
5.4 × 8.4, 7.2 × 11.2, 7.2 × 11.3 mm), 1 雌 (4.5 × 7.1 
mm), 沖縄島糸満市大度海岸 , 2017 年 3 月 11 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6757, 1 雌 (4.3 × 6.6 
mm), 沖縄島糸満市大度海岸 , 2015 年 1 月 5 日 , 
前之園唯史採集 . 
備考 . 本研究で Chlorodiella cytherea と同定し

た種は , Dai et al. (1976) の定義による C. cytherea
であり , Dana (1852a) が記載した C. cytherea で
あるのか不明である (C. crispipleopa の備考参
照 ). 

日本国内から C. cytherea ( ヒメテナガオウギ
ガニ ) として報告されている記録のうち , 武田 
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(1982), 三宅 [1983 ( 一部 : p. 122 の線画 )], 和田 
(1995) および加藤･奥野 (2001) の種については , 
C. crispipleopa ( ナギテナガオウギガニ ) の誤同
定であると判断されるが (C. crispipleopa の備考
参照 ), その他の記録についても Dai et al. (1976) 
の定義による C. cythereaではない可能性がある . 

Sakai (1976) で図示されている C. cytherea は , 
甲の区画の隆起が明瞭であり , 隆起する範囲も
広いため ( 鰓域から胃域まで明瞭に隆起する ), 

Dai et al. (1976) の定義による C. cytherea や C. 
crispipleopa ではない可能性が高く , 標本の再
確認が必要である . また , 三宅 [1983 ( 一部 : 図
版のみ )], 永井 ･ 野村 (1988) および川本 ･ 奥野 
(2003) に掲載されている C. cytherea は , 後述の
C. xishaensis Chen & Lan, 1978 ( ユビワテナガオ
ウギガニ ) であると考えられる (C. xishaensis の
備考参照 ). 一方 , 永井 ･ 野村 (1988) で C. nigra 
(Forskål, 1775) ( クロテナガオウギガニ ) とさ

図4. ヒメテナガオウギガニ (A, E, F, RUMF-ZC-5597, 雄 , 7.2 × 11.2 mm; B, RUMF-ZC-7183, 雌 , 7.0 × 10.8 mm; C, 
RUMF-ZC-6755, 雄 , 5.7 × 8.9 mm; D, RUMF-ZC-6753, 雄 , 6.3 × 9.8 mm). A–C, 全体 , 背面 ( 生時の色彩 ); D, 甲 , 
背面 ; E, 右の第 2, 3 歩脚 , 上面 ( 剛毛を除去 ); F, 胸部腹甲と腹部 , 外面 . 
Fig. 4. Chlorodiella cytherea (Dana, 1852) (A, E, F, RUMF-ZC-5597, male, 7.2 × 11.2 mm; B, RUMF-ZC-7183, 
female, 7.0 × 10.8 mm; C, RUMF-ZC-6755, male, 5.7 × 8.9 mm; D, RUMF-ZC-6753, male, 6.3 × 9.8 mm). A–C, entire 
animal, dorsal view (live colouration); D, carapace, dorsal view; E, right second and third ambulatory legs, upper view 
(setae removed); F, thoracic sternum and pleon, outer view.

11[ 報告 ] 前之園 : 琉球列島産テナガオウギガニ属 .
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れている写真は本種 (C. cytherea) であろう (C. 
nigra の備考参照 ). なお , 山本･木村 (1987: fig. 5) 
で図示されている C. cytherea は , 同定の正否が
判断できなかったため , そのまま C. cytherea と
扱った . 

Lai et al. (2011) で扱われているフィリピン 
( パンラオ島 ) 産の C. cytherea の標本 ( 登録番号
ZRC 2008.0644) は , 後の研究によって同定が C. 
davaoensis Ward, 1941 に変更されている (Lasley 
et al. 2013: 381; Lasley et al. 2015: fig. 1). ただし
Lasley et al. (2013: 388) は , 未公表データとして
C. davaoensis が C. crispipleopa の古参シノニム
である可能性を指摘している . 
採集環境 . 検討標本は , 礁縁付近のサンゴ塊

の隙間や海底の礫溜まり中から採集された . 
分布 . Chlorodiella cytherea は , ツアモツ諸島 , 

タヒチ , ハワイ諸島をタイプ産地として , イン
ド ･ 西太平洋域に広く分布するが (Dana 1852a; 
Serène 1984), 従来の記録にはC. crispipleopaやC. 
xishaensis が混在しており , さらに Dana (1852a) 
が記載した真の C. cytherea と C. crispipleopa の
異同にも疑問が残る (C. crispipleopa の備考参
照 ). 少なくとも Dai et al. (1976) の定義による C. 
cytherea に該当する種は , マヨット , マダガスカ
ル , 海南島 , 日本 , オーストラリア領クリスマ
ス島 , マーシャル諸島 , フランス領ポリネシア 
( ヒクエル環礁 , タヒチ ) に分布する (Forest & 
Guinot 1961; Serène 1984; Dai et al. 1986; Lasley et 
al. 2013; Lasley et al. 2015; 本研究 ). 

Chlorodiella xishaensis Chen & Lan, 1978
ユビワテナガオウギガニ (新称 )
( 図 6)

Chlorodiella xishaensis Chen & Lan, 1978: 268 
(key), 271, 285, figs. 6, 7 (10, 11), pl. 2 (fig. 6); 
Serène 1984: 255 (keys), 258, fig. 173, pl. 43E, 
F; Dai et al. 1986: 314 (key), 319, fig. 169 (3), 
pl. 45 (fig. 8); Dai & Yang 1991: 338 (key), 342, 
fig. 169 (3), pl. 45 (fig. 8); Davie 2002: 519; Ng 
et al. 2008: 197; Lai et al. 2011: 411, 440, fig. 1; 
Lasley et al. 2013: 381, fig. 1; Lasley et al. 2015: 
171, fig. 1, table S1. 

Chlorodiella cytherea — 三宅 1983: 121 (part), pl. 
41 (fig. 3); 永井 ･ 野村 1988: 186; 川本 ･ 奥野 
2003: 132 [Not C. cytherea (Dana, 1852)].

Phymodius nitidus — 三宅 1983: 125, pl. 42 (fig. 1) 
[Not P. nitidus (Dana, 1852)].

Chlorodiella ohshimai — 平田ら 1988: 64 [Not C. 
ohshimai Miyake & Takeda, 1967].

検討標本 . RUMF-ZC-6788, 1 雄 (5.4 × 7.8 mm), 
沖縄諸島本部町瀬底島 , 2020 年 7 月 5 日 , 前
之園唯史採集 ; RUMF-ZC-7178, 1 雄 (4.3 × 6.3 
mm), 1 雌 (4.6 × 7.0 mm), 沖縄諸島本部町瀬底島 , 
2020 年 12 月 15 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-
ZC-7180, 1 雄 (5.0 × 7.1 mm), 沖縄諸島本部町
瀬底島 , 2021 年 2 月 13 日 , 前之園唯史採集 ; 
RUMF-ZC-5595, 1雄 (5.9 × 8.9 mm), 1雌 (5.5 × 8.8 
mm), 沖縄島恩納村屋嘉田潟原 , 2015 年 6 月 30

図 5. ナギテナガオウギガニ ( 新称 ) ( 黒丸 ) とヒメテナガオウギガニ ( 白丸 ) の雄における甲長に対する腹部
の計測形質の比の散布図 . A, 第 6 腹節 ; B, 尾節 . 
Fig. 5. Scatter plots showing ratio of measurements of male pleon against carapace length of Chlorodiella crispipleopa 
Dai, Yang, Song & Chen, 1986 (closed circle) and C. cytherea (Dana, 1852) (open circle). A, sixth abdominal somite; B, 
telson.
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日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-7177, 1 雄 (4.6 
× 7.0 mm), 沖縄島恩納村山田 , 2021 年 6 月 11
日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5594, 1 雄 (6.6 × 
10.2 mm), 沖縄島うるま市南原 , 2020 年 7 月 23
日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6760, 1 雄 (4.7 
× 7.1 mm), 沖縄島うるま市海中道路 , 2020 年 4
月 25 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5593, 2 雄 
(5.9 × 9.1, 5.9 × 9.2 mm), 沖縄諸島うるま市藪地
島 , 2009 年 4 月 26 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-
ZC-7179, 1 雄 (4.2 × 6.1 mm), 沖縄島浦添市伊奈

武瀬 , 2020 年 12 月 29 日 , 前之園唯史採集 .
備考 . 検討標本の形態的特徴は , Chen & Lan 

(1978), Serène (1984) および Dai & Yang (1991) に
よる Chlorodiella xishaensis の記載や図とよく一
致した . 

本種は生時の色彩が C. crispipleopa ( ナギテ
ナガオウギガニ ) や C. cytherea ( ヒメテナガオ
ウギガニ ) に似ているが , 外部形態で容易に識
別可能である : (1) 3 種ともに甲の肝域と前鰓
域が小域に区画されて隆起するが , この隆起は

図 6. ユビワテナガオウギガニ ( 新称 ) (A, E, F, RUMF-ZC-5594, 雄 , 6.6 × 10.2 mm; B, RUMF-ZC-5595, 雄 , 5.9 
× 8.9 mm; C, RUMF-ZC-7178, 雌 , 4.6 × 7.0 mm; D, RUMF-ZC-7179, 雄 , 4.2 × 6.1 mm). A–D, 全体 , 背面 ( 生時の
色彩 ); E, 甲 , 背面 ; F, 鉗部 , 外面 ( 生時の色彩 ). 
Fig. 6. Chlorodiella xishaensis Chen & Lan, 1978 (A, E, F, RUMF-ZC-5594, male, 6.6 × 10.2 mm B, RUMF-ZC-5595, 
male, 5.9 × 8.9 mm; C, RUMF-ZC-7178, female, 4.6 × 7.0 mm; D, RUMF-ZC-7179, male, 4.2 × 6.1 mm). A–D, entire 
animal, dorsal view (live colouration); E, carapace, dorsal view; F, chelae, outer view (live colouration).

13[ 報告 ] 前之園 : 琉球列島産テナガオウギガニ属 .
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C. xishaensis が最も明瞭である ( 図 6E) [ 他の
2 種 : 隆起は弱い ( 図 2D, 4D)]; (2) Chlorodiella 
xishaensis の第 4 前鰓歯 ( 眼窩外歯を含めると 5
番目の歯 ) は他の 2 種よりも大きく , 第 3 前鰓
歯と明瞭に分離する ( 図 6E) [ 他の 2 種 : 第 4 前
鰓歯は非常に小さく , 第 3 前鰓歯に近接して配
置される ( 図 2D, 4D)]; (3) 雄の第 1 腹肢は , C. 
crispipleopa と C. cytherea では先端部が巻き込
むように湾曲するのに対して [Dai & Yang 1991: 
fig. 169 (1, 4); 本研究 : 図 3A, B], C. xishaensis の
先端部は湾曲しない ( 末端は頭胸甲の前方を向
く ) [Chen & Lan 1978: fig. 7 (10, 11); Serène 1984: 
fig. 173; Dai & Yang 1991: fig. 169 (3)]. これらの
形質の他に , 鉗部の色彩による識別も有効であ
る . すなわち , ある程度成長した C. xishaensis
では , 両鉗脚の掌部末端縁に可動指の基部を
とり囲むような白い環状斑を具えるが ( 図 6A, 
B, F) [ 小型個体では環状斑が細い ( 図 6C), 片
方の鉗脚のみ ( 図 6D), またはこれを欠く ], C. 
crispipleopa と C. cytherea は , 体サイズに関わら
ずこの環状斑を欠く ( 図 2A–C, 4A–C). 

これまで日本沿岸から C. xishaensis の種名に
よる記録はないが , 体色 , 甲背面の隆起および
前鰓歯の形状 ･ 配置から判断すると , 次の文献
の各種は C. xishaensis であろう : 三宅 (1983: 図
版のみ ), 永井 ･ 野村 (1988), 川本 ･ 奥野 (2003) 
の C. cytherea ( ヒメテナガオウギガニ ); 三宅 
(1983) の Phymodius nitidus ( ヒメヒヅメオウギ
ガニ ); 平田ら (1988) の C. ohshimai ( オオシマテ
ナガオウギガニ ). 
採集環境 . 検討標本は , 潮下帯 ( 水深 1–2 m) 

の死サンゴ塊の隙間や海底に堆積したサンゴ礫
の中より採集された . 
分布 . 本種はマダガスカル , 西沙諸島 ( タイ

プ産地 ), フィリピン , 日本 , オーストラリアに
分 布 す る (Chen & Lan 1978; 三 宅 1983; Serène 
1984; Davie 2002; 川本 ･ 奥野 2003; Lasley et al. 
2015; 本研究 ). 
和名 . 本種は , 可動指の基部をとり囲むよう

な白い環状斑を具えるため , これを指輪に見立
てて「ユビワテナガオウギガニ」の標準和名を
提唱する . なお , 和名の基準となる標本には本
研究の検討標本 (RUMF-ZC-5594, 雄 , 6.6 × 10.2 
mm) を指定する . 

Chlorodiella laevissima (Dana, 1852)
テナガオウギガニ
( 図 7)

Chlorodiella laevissima — 酒 井 1935: 165, pl. 49 
(fig. 3); Sakai 1939: 508, text-fig. 44, pl. 62 (fig. 
3); Forest & Guinot 1961: 95, 102 (key), figs. 95, 

96, 101; Sakai 1965: English text 151, Japanese 
text 65, pl. 75 (fig. 1); Sakai 1976: English text 
464 (key), 465, text-fig. 250, Japanese text 284; 
Chen & Lan 1978: 267 (key), 268, figs. 2, 7 (12, 
13), pl. 1 (fig. 2); 武田 1982: 176, fig. 521; 三宅 
1983: 122, pl. 41 (fig. 6); Serène 1984: 260; Dai 
et al. 1986: 319, fig. 170, pl. 46 (fig. 1); 永井 ･
野 村 1988: 188; Dai & Yang 1991: 338 (key), 
343, fig. 170, pl. 46 (fig. 1); 峯水 2000: 270; 川
本 ･ 奥野 2003: 132.

Chlorodiella laevissima form laevissima Serène 
1984: 255 (key), 257 (key), 261, fig. 171, pl. 36D.

Chlorodiella laevissima form robusta Serène, 1984: 
22, 255 (key), 257 (key), 261, fig. 172, pl. 36E 
[unavailable name].

? Chlorodiella laevissima — Ooishi 1970: 93, pl. 14 
(fig. 11). 

Non Chlorodiella laevissima — 三宅 1938: 192, fig. 
3b [= C. crispipleopa Dai, Yang, Song & Chen, 
1986]. 

[ その他のシノニムは , Serène (1984: 260) を参
照 ] 

検討標本 . RUMF-ZC-6772, 1 雄 (2.9 × 4.6 mm), 
沖縄島本部町備瀬 , 2010 年 5 月 19 日 , 前之園唯
史採集 ; RUMF-ZC-7176, 4 雄 (3.6 × 5.7, 4.4 × 7.2, 
4.5 × 7.2, 4.9 × 7.9 mm), 3 雌 (3.5 × 5.6, 4.3 × 6.9, 
4.9 × 7.7 mm), 沖縄島本部町備瀬 , 2021 年 1 月
13 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-7182, 1 雌 (4.6 
× 7.2 mm), 沖縄島恩納村山田 , 2021 年 6 月 11
日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6774, 3 雄 (4.5 × 
7.3, 4.6 × 7.2, 4.6 × 7.4 mm), 沖縄島嘉手納町水釜 , 
2014 年 12 月 24 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-
ZC-6776, 1 雄 (4.7 × 7.6 mm), 沖縄島嘉手納町水
釜 , 2013 年 7 月 5 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-
ZC-6773, 2 雄 (3.6 × 5.9, 4.5 × 7.3 mm), 沖縄島浦
添市伊奈武瀬 , 2012 年 9 月 1 日 , 前之園唯史
採 集 ; RUMF-ZC-6777, 2 雄 (3.6 × 5.8, 4.2 × 6.6 
mm), 沖縄島浦添市伊奈武瀬 , 2010 年 12 月 22 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6775, 1 雄 (4.5 × 7.4 
mm), 沖縄島糸満市大度海岸 , 2017 年 11 月 4 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6778, 2 雄 (4.4 × 7.0, 
4.9 × 7.5 mm), 沖縄島糸満市大度海岸 , 2015 年 1
月 19 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6779, 1 雄 
(4.8 × 7.9 mm), 沖縄島糸満市大度海岸 , 2008 年 2
月 19 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6798, 2 雄 
(4.4 × 7.1, 5.1 × 8.2 mm), 沖縄島糸満市山城海岸 , 
2020 年 12 月 13 日 , 前之園唯史採集 . 
備 考 . Serène (1984: 261) は , Chlorodiella 

laevissima (Dana, 1852) と同定される種に 2 つの
型 (form) が含まれることを見出し , 鉗脚が細長
く , 長節の前縁 ( 内縁 ) に 1 棘を具える型を “C. 

[Report] Maenosono: Chlorodiella species from the Ryukyus.14



laevissima form laevissima”, 鉗脚が太くて短く , 
長節の前縁に棘を欠く型を “C. laevissima form 
robusta” とし , 後者には新しいタクソンである
ことを示す「nov.」を付している (p. 22). しか
しながら , この 2 つの型には次のような問題が
ある : (1) 国際動物命名規約 (ICZN) では , 型に
対する新名称 (form robusta) は不適格名である 
( 条 10.2, 15.2, 45.5, 45.6.3); (2) Dana (1852a, b) に
よる C. laevissima の記載では , 鉗脚長節の前縁

の棘の有無が記されておらず , 記載者による C. 
laevissima の図 [Dana 1855: pl. 12 (fig. 4a)] におい
ても少なくとも背面観で確認できる範囲に棘は
描かれていない ( つまり , “form laevissima” が名
義種と同じ種であるのか疑問 ); (3) Serène (1984) 
は , C. laevissima の古参シノニムの可能性が指
摘されている Menippe martensii Krauss, 1843 と
2 つの型を比較していない . これらのことから , 
Serène (1984) が定義した 2 つの型については , 

図 7. テナガオウギガニ (A–D, RUMF-ZC-7182, 雌 , 4.6 × 7.2 mm; E–H, RUMF-ZC-7176, 雄 , 4.9 × 7.9 mm). A, E, 
全体 , 背面 ( 生時の色彩 ); B, F, 甲 , 背面 ; C, G, 鉗脚の長節と腕節 , 上面 (C, 右鉗脚 ; G, 左鉗脚 ); D, H, 鉗部 , 
外面 . 
Fig. 7. Chlorodiella laevissima (Dana, 1852) (A–D, RUMF-ZC-7182, female, 4.6 × 7.2 mm; E–H, RUMF-ZC-7176, 
male, 4.9 × 7.9 mm). A, E, entire animal, dorsal view (live colouration); B, F, carapace, dorsal view; C, G, merus and 
carpus of cheliped, upper view (C, right cheliped; G, left cheliped); D, H, chelae, outer view.

15[ 報告 ] 前之園 : 琉球列島産テナガオウギガニ属 .
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C. laevissima および M. martensii のタイプ標本と
の詳細な比較が必要であるが , C. laevissima の
タイプ標本は紛失していると推定されているた
め (Davie 2002: 519; Castro 2011: 89), ネオタイプ
の指定なども必要となるであろう . また , “form 
robusta” が C. laevissima や M. martensii と異なる
タクソンである場合は , 国際動物命名規約に則
った記載も必要である . 

本研究で検討した 23 標本のうち , RUMF-
ZC-7182 以外の 22 標本 ( 図 7E–H) は , すべて
Serène (1984) の “form robusta” に該当する . 一
方 , RUMF-ZC-7182 (1 標本のみ , 図 7A–D) は , 
鉗脚が細い点においては “form laevissima” と
一致するが , 鉗脚の長節の前縁に棘を欠く点が 
“form laevissima” と一致しない . しかし先述の
通り , 名義種ではこの棘の存在が示されていな
いことに加え , Serène (1984) が “form laevissima” 
であると判断した Sakai (1939, 1965, 1976) の C. 
laevissima の各図でもこの棘は確認できない . さ
らに Sakai 氏の C. laevissima と同一種と思われ
る全身が赤色の C. laevissima を掲載している峯
水 (2000) や川本 ･ 奥野 (2003) の写真では , この
棘がないことがはっきりと確認できる . 以上の
こ と か ら RUMF-ZC-7182 も C. laevissima で あ
ると判断した . このように , C. laevissima と同定
される種には解決すべき問題が含まれているた
め , 本研究ではすべての検討標本を暫定的に C. 
laevissima と扱った . 

Ooishi [1970: pl. 14 (fig. 11)] で C. laevissima
とされている種は , 甲の区画が明瞭であるこ
とから別の種である可能性が高い . 武田 ･ 三
宅 (1976: 105, 108) は , この Ooishi (1970) の種を
C. cytherea ( ヒメテナガオウギガニ ) の誤同定
と判断しており , Komatsu (2011: 275) も武田 ･
三宅 (1976) の見解に従っているが , 従来の “C. 
cytherea” の記録にも多くの混乱がみられるため 
(C. cytherea の備考参照 ), 標本の再確認が必要で
あろう . 
採集環境 . 検討標本は , 礁縁付近の死サンゴ

塊の隙間や海底に堆積したサンゴ礫の中より採
集された . 
分布 . Chlorodiella laevissima はインド ･ 西太

平洋域に広く分布するが (Serène 1984), 従来の
記録には複数の型 ( または複数種 ) が混同され
ている可能性がある ( 備考参照 ). 
和名 . Chlorodiella laevissima に対して「テナ

ガオウギガニ ( テナガアフギガニとして )」の
和名を最初に提唱したのは酒井 (1935) である . 
備考で示した通り , C. laevissima には複数の型 
( または複数種 ) が含まれている可能性が高い
ため , 分類学的な問題が解決された際には酒井 
(1935) の種 ( 鉗部が細く , 全身が赤色を呈する

種 ) が「テナガオウギガニ」の和名を引き継ぎ , 
Serène (1984) の “C. laevissima form robusta” に
該当する種には新たな和名が必要となるであろ
う . 

Chlorodiella nigra (Forskål, 1775)
クロテナガオウギガニ
( 図 8)

Chlorodiella nigra — 三 宅 1938: fig. 3a; Sakai 
1939: 508, pl. 97 (fig. 1); Forest & Guinot 1961: 
95, 102 (key), figs. 87–89, 97; Sakai 1976: 
English text 464 (key), 465 (part), Japanese text 
283 (part), pl. 166 (fig. 1); Chen & Lan 1978: 
268, figs. 1, 7 (6, 7), pl. 1 (fig. 1); 武 田 1982: 
176, fig. 522; 三宅 1983: 122 (part, unnumbered 
figure), Serène 1984: 255 (key), 257 (key), 258, 
fig. 168, pl. 36B; Dai et al. 1986: 314 (key), 315, 
fig. 169 (2), pl. 45 (fig. 5); 山 本 ･ 木 村 1987: 
121, fig. 3; 平田ら 1988: 64; Dai & Yang 1991: 
338 (key), 339, fig. 169 (2), pl. 45 (fig. 5); 武田 
1994: 208; 松 久 保 1999: 26, 276; 峯 水 2000: 
270; 武田 2004: 129; Shen & Jeng 2005: 武田 
2006: 208; Naderloo 2017: 238, figs. 21.10b, c, 
21.11, 21.12; 吉崎 2018: 32, 90. 

Not Chlorodiella nigra — Sakai 1965: English text 
150, Japanese text 64, pl. 75 (fig. 2).

Not Chlorodiella nigra — 三宅 1983: 122 (part), pl. 
41 (fig. 5). 

Not Chlorodiella nigra — 永井 ･ 野村 1988: 187 [= 
C. cytherea (Dana, 1852)]. 

[ その他のシノニムは , Serène (1984: 258) を参
照 ] 

検討標本 . RUMF-ZC-7190, 1 雌 (6.0 × 8.8 mm), 
沖縄諸島今帰仁村古宇利島 , 2021 年 1 月 14 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6784, 1 雄 (11.4 × 
16.8 mm), 沖縄島本部町山川 , 2014 年 11 月 24 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-7181, 1 雌 (3.9 × 5.6 
mm), 沖縄諸島本部町瀬底島 , 2020 年 12 月 15
日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6783, 2 雄 (11.0 
× 16.1, 13.5 × 20.0 mm), 沖縄島浦添市港川 , 2018
年 1 月 4 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6786, 
2 雄 (7.2 × 10.4, 8.4 × 12.2 mm), 沖縄島浦添市港
川 , 2010 年 2 月 12 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-
ZC-6789, 1 雌 (5.4 × 7.8 mm), 沖縄島南城市佐敷
馬天港 , 2015 年 1 月 10 日 , 前之園唯史採集 ; 
RUMF-ZC-6781, 1 雌 (5.9 × 8.5 mm), 沖縄島南城
市玉城中山 , 2009 年 5 月 25 日 , 前之園唯史採集 ; 
RUMF-ZC-6782, 1 雄 (9.2 × 13.4 mm), 4 雌 (3.9 × 
5.5, 5.9 × 8.6, 6.0 × 8.5, 8.1 × 11.7 mm), 沖縄島八
重瀬町具志頭海岸 , 2020 年 9 月 29 日 , 前之園唯
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史採集 ; RUMF-ZC-6785, 1 雄 (7.9 × 11.3 mm), 沖
縄島八重瀬町具志頭海岸 , 2007 年 9 月 24 日 , 前
之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6787, 1 雄 (10.2 × 15.0 
mm), 沖縄島糸満市大度海岸 , 2015 年 1 月 22
日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-6790, 2 雄 (10.6 
× 16.2, 11.6 × 18.3 mm), 宮古島久松漁漁港 , 2010
年 7 月 26 日 , 前之園唯史採集 . 
備考 . 本研究で Chlorodiella nigra と同定した

18 標本には , 2 つの変異型が確認された . 以降 , 
RUMF-ZC-6790 以外の 16 標本 ( 図 8A–D) を黒

色型 , RUMF-ZC-6790 の 2 標本 ( 図 8E, F) を茶
色型と表記する . これら 2 つの型の相違点は次
の通りである : (1) 生時の色彩は , 黒色型は光沢
のある黒紫色であるのに対して , 茶色型は光沢
のない茶色 ; (2) 甲は茶色型の方が幅広い [ 甲幅
/ 甲長 : 平均 1.45 ( 範囲 1.41–1.48) ( 黒色型 ) vs. 
平均 1.55 (1.53 と 1.58) ( 茶色型 )]; (3) 甲背面の
隆起は茶色型の方が明瞭 ( 黒色型の隆起は丸み
を帯びる ); (4) 前鰓歯は , 茶色型の方が尖る . な
お , これら 2 つの型の体サイズ ( 黒色型 : 甲長

図 8. クロテナガオウギガニ (A, B, RUMF-ZC-6783, 雄 , 11.0 × 16.1 mm; C, D, RUMF-ZC-6782, 雌 , 3.9 × 5.5 mm; 
E, F, RUMF-ZC-6790, 雄 , 11.6 × 18.3 mm). A, C, E, 全体 , 背面 ( 生時の色彩 ); B, D, F, 甲 , 背面 . 
Fig. 8. Chlorodiella nigra (Forskål, 1775) (A, B, RUMF-ZC-6783, male, 11.0 × 16.1 mm; C, D, RUMF-ZC-6782, 
female, 3.9 × 5.5 mm; E, F, RUMF-ZC-6790, male, 11.6 × 18.3 mm). A, C, E, entire animal, dorsal view (live 
colouration); B, D, F, carapace, dorsal view.

17[ 報告 ] 前之園 : 琉球列島産テナガオウギガニ属 .
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3.9–13.5 mm; 茶色型 : 甲長 10.6 mm と 11.6 mm) 
を考慮すると , これらの相違は成長に伴う変異
ではないと考えられる . さらに , これらの変異
型は生息環境も若干異なり , 黒色型は礁池内の
イシサンゴ類の隙間で採集されたが , 茶色型は
潮通しが悪く , 海底に泥が堆積している漁港内
の係留ロープで採集された . 

以上のように , これら 2 つの型には形態お
よび生息環境に相違がみられるが , 黒色型は多
くの文献 ( シノニムリスト参照 ) で C. nigra と
されている種とよく一致し , 茶色型は Naderloo 
(2017: fig. 21.11) に掲載されている C. nigra に似
ている ( ただし , 体色は不明 ). これらの相違が
種内変異であるのか複数の種を混同しているの
かについては , さらに多くの標本に基づいた詳
細な検討が必要であろう . また , 複数種が含ま
れている場合 , どの型が Forskål (1775) の名義
種に該当するのかを確認するとともに , C. nigra
の新参シノニムとされている各名義種 (Cancer 
clymene Herbst, 1801; Chlorodius nebulosus Dana, 
1852; Chlorodius depressus Heller, 1861; Chlorodius 
hirtipes Adams & White, 1848) との再検討も必要
であろう . 

Sakai [1965: pl. 75 (fig. 2)] には , 甲の背面がま
だら模様を呈した C. nigra の水彩画が示されて
いる . 山本 ･ 木村 (1987: 123) は , このまだら模
様を理由に Sakai (1965) の個体を C. cytherea ( ヒ
メテナガオウギガニ ) と判断しているが , 似た
ような模様の C. crispipleopa ( ナギテナガオウギ
ガニ ) やC. xishaensis (ユビワテナガオウギガニ ) 
である可能性も考えられる . Sakai (1965) の C. 
nigra については標本の再確認が必要であろう . 

三宅 (1983) では C. nigra の雄の第 1 腹肢の線
画 (p. 122) と個体の全形写真 [pl. 41 (fig. 5)] が示
されている . 山本 ･ 木村 (1987: 123) は , この写
真の個体をヒヅメガニ Etisus laevimanus Randall, 
1840 と推測しているが , オウギガニ属 Leptodius 
A. Milne-Edwards, 1863 である可能性も考えられ
るため , 標本の再確認が望まれる . 

永井 ･ 野村 (1988: 187) に掲載されている C. 
nigra の写真は , 甲の大部分が濃暗色であるが , 
次に示す特徴が C. nigra と異なる : (1) 甲の肝
域と前鰓域の隆起が弱い (C. nigra では明瞭 : 図
8B, D, F); (2) 第 2 前鰓歯と第 3 前鰓歯が離れて
位置し , 第 4 前鰓歯は確認できない ( 痕跡的 ) (C. 
nigra では第 2･3 前鰓歯間は第 1･2 前鰓歯間と
ほぼ等しく , 第 4 前鰓歯は明瞭 : 図 8B, D, F); (3) 
歩脚の前縁に明瞭な棘が並び , 羽毛状の剛毛が
少ない (C. nigra の棘は小さく , 前 ･ 後縁には羽
毛状の剛毛が密生する : 図 8A, C, E). これらの
特徴は本研究で C. cytherea と同定した種と共通
しているため , 永井 ･ 野村 (1988) の C. nigra は

体色が濃いC. cytherea (例えば , 図4B) であろう . 
採集環境 . 検討標本は , 礁池内のイシサンゴ

類の隙間 ( 黒色型 ) や漁港の係留ロープ ( 茶色
型 ) から採集された . 
分布 . 本種は , 紅海をタイプ産地として , イ

ンド ･ 西太平洋域に広く分布する (Forskål 1775; 
Serène 1984).
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Report on seven xanthid crabs of the genus 
Chlorodiella Rathbun, 1897 (Crustacea: 
Decapoda: Brachyura) collected from the 
Ryukyu Islands, including new records from 
Japan

Tadafumi Maenosono
Kankyosha, 1-4-5 102 Kyozuka, Urasoe, Okinawa 
901-2111, Japan (maenosono@kankyo-sha.co.jp)

Abstract. Seven species of the xanthid genus 
Chlorodiella Rathbun, 1897 [C. barbata (Borradaile, 
1900); C. corallicola Miyake & Takeda, 1968; C. 
crispipleopa Dai, Yang, Song & Chen, 1986; C. 
cytherea (Dana, 1852); C. xishaensis Chen & Lan, 
1978; C. laevissima (Dana, 1852) and C. nigra 
(Forskål, 1775)], are reported based on specimens 
collected from the Ryukyu Islands, southern Japan. 
The present study represents the first record of 
C. corallicola from Japanese waters. It is also 
found that C. crispipleopa and C. xishaensis had 
already been recorded from several Japanese 
studies as C. cytherea. The specimens, tentatively 
identified as C. cytherea in the present study, are 
distinguished from C. crispipleopa by several 
features, although the identity of C. cytherea s.s. 
described by Dana (1852) is uncertain. Most of the 
specimens tentatively identified as C. laevissima in 
the present study agree with “C. laevissima form 
robusta” in Serène (1984), but the name “robusta” 
is an unavaibale name. Furthermore, this study 
pointed out that it is necessary to compare Serène’s 
(1984) two forms with Menippe martensii Krauss, 
1843, which is regarded as a junior synonym of C. 
laevissima. The specimens identified as C. nigra 
in the present study included two morphological 
variations. For better taxonomy of C. nigra, it is 
necessary to determine whether these variations are 
intraspecific or interspecific differences and to match 
these specimens with nominal species currently 
synonimised under C. nigra.
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